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暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　

吟
界
の
諸
先
生
方
を
は
じ
め
、
全
国
各
方
面
の
皆
様
、
並
び
に

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な
く
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

誌
上
よ
り
謹
ん
で
暑
中
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
に
な
い
猛
暑
の
お
り
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
ご
健
勝
と

併
せ
て
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
六
年　

盛
夏

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

令
和
６
年
度
定
時
総
会
は
、
令
和

６
年
6
月
21
日
（
金
）
9
時
30
分
よ

り
、京
都
市
の
ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー

ス
に
於
い
て
、
各
地
か
ら
の
会
員
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
及
び
令
和
６

年
度
事
業
計
画
と
予
算
、
並
び
に
役

員
改
選
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

令
和
６
年
度　

定
時
総
会

　

～
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
と

　
　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承
認
さ
れ
る
～

　

正
会
員
数
４
８
３
名
中
、
出
席
者

１
０
０
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者
数

２
１
０
名
で
、
総
会
成
立
に
必
要
な

定
足
数
２
４
２
名
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
総
本
部
―

　

開
会
の
辞　

毎
熊
城
明（
長
崎
県
）

　

会
長
挨
拶　

城
戸
城
濤

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
報

告
書
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
決

算
書
案
承
認
の
件

第
３
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
計

画
書
案
承
認
の
件　

第
４
号
議
案　

令
和
６
年
度
収
支
予

算
書
案
承
認
の
件　

第
５
号
議
案　

令
和
７
年
４
月
１
日

よ
り
令
和
７
年
６
月

30
日
ま
で
の
暫
定
予

算
書
案
承
認
の
件

第
６
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
理

事
、
監
事
の
改
選

　

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
提
出
議
案
◇

◇
議
長
及
び

議
事
録
署
名
人
の
選
出
◇

　

議
事
進
行
に
当
た
り
、
次
の
方
々

が
議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議　

長　
　

村
山
城
機（
東　

京
）

①　

会
議
開
催
の
報
告

②　

傘
下
団
体
の
認
可
及
び
閉
鎖
の

報
告

③　

組
織
体
長
等
の
変
更
の
報
告

④　

会
員
数
報
告

⑤　

特
別
賛
助
会
員
と
賛
助
会
員
の

報
告

⑥　

団
体
指
導
に
関
す
る
報
告

団
体
指
導
の
期
間
は
、
一
年
と

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

超
え
て
教
え
る
こ
と
は
出
来
な

◇
報
告
事
項
◇

◇
会
員
増
強
表
彰
◇

　

令
和
５
年
度
中
に
新
入
会
者
を
5

名
以
上
加
入
さ
せ
た
方
４
名
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　
　

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

　
　

西
川
錦
洸
（
広　

島
）

　
　

東
本
錦
怜
（
福　

岡
）

　
　

金
子
錦
佑
（
長　

野
）

　

会
員
各
位
に
は
、
令
和
６
年
度
の

事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

第
６
号
議
案
で
選
任
さ
れ
た
理

事
・
監
事
は
、
次
頁
に
記
載

　

署
名
人　
　

塩
川
錦
晃（
奈　

良
）

　
　
　
　
　
　

吉
松
城
勇（
宮　

崎
）

い
。
超
え
た
場
合
は
、
錦
城
会

へ
の
入
会
を
勧
め
て
欲
し
い
。

⑦　

全
国
大
会
開
催
地
に
関
す
る
報

告

　
　

◎
令
和
６
年
10
月
13
日　

　
　
　

函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　

◎
令
和
７
年
12
月
７
日

　
　
　

福
岡
県
大
野
城
市

　
　
　
「
ま
ど
か
ぴ
あ
」

令
和
８
年
以
降
に
つ
い
て
は
、

開
催
未
定

⑧　

会
員
異
動
状
況
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城戸会長と土師専務理事

（
令
和
６
年
度
定
時
総
会
第
２
号
議
案
資
料
）

令和５年度　収支計算書
令和５年４月１日から令和６年３月31日

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　事業活動収支の部
　１　事 業 活 動 収 入
　　①　基本財産運用収入 340
　　②　入 会 金 収 入 71,300
　　③　会　費　収　入 21,288,850
　　④　事　業　収　入 10,453,002
　　⑤　雑 収 入 24，625

事 業 活 動 収 入 計 31,838,117

　２　事業活動支出
　　①　事業活動支出 22,505,218
　　②　管 理 費 支 出 12,791,324

事 業 活 動 支 出 計 35,296,542

事 業 活 動 収 支 差 額 △3,458,425

Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入 0
　２　投資活動支出 800,000

投資活動収支差額 △800,000

Ⅲ　財務活動収支の部 0

Ⅳ　予備費支出 0

当 期 収 支 差 額 △4,258,425
前期繰越収支差額 44,827,931
次期繰越収支差額 40,569,506

貸 借 対 照 表
令和６年３月31日現在

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　資産の部
　１　流　動　資　産 40,754,829
　２　固　定　資　産
　　（１）基　本　財　産 20,000,000
　　（２）特　定　資　産 4,530,000
　　（３）その他の固定資産 164,649,639

資　産　合　計 205,404,468

Ⅱ　負債の部
　１　流　動　負　債 185,323
　２　固　定　負　債 0

負　債　合　計 185,323

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 0
　２　一般正味財産 205,219,145

正　味　財　産　合　計 205,219,145

負債及び正味財産合計 205,404,468
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A
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A
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A
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A
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A

錦
城
流
・
錦
城
会
の

　

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　

総
会
終
了
後
、次
の
件
に
つ
い
て
、

会
長
・
城
戸
城
濤
先
生
と
専
務
理
事
・

土
師
城
皓
先
生
の
進
行
に
よ
り
、
出

席
さ
れ
た
師
範
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

１
、 

会
費
収
入
に
つ
い
て

２
、 

会
員
数
の
報
告

昨
年
度
の
再
入
会
者
数

は
、
40
名
で
あ
っ
た
。

３
、 

師
範
の
動
静

４
、 「
団
体
指
導
」
に
つ
い
て

５
、 

全
国
師
範
会
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て

　

そ
の
他
諸
々
の
検
討
事
項
が
あ
り

ま
し
た
が
、
時
間
不
足
で
途
中
で
散

会
、
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
６
号
議
案
で
選
任
さ
れ
た
理

事
・
監
事
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　

会　

長　
　

城
戸
城
濤（
茨　

城
）

　

副
会
長　
　

本
村
錦
香（
鹿
児
島
）

　
　

〃　
　
　

金
子
城
大（
埼　

玉
）

　

専
務
理
事　

土
師
城
皓（
神
奈
川
）

　

常
務
理
事　

高
羽
城
幹（
神
奈
川
）

　
　

〃　
　
　

佐
藤
錦
杲（
神
奈
川
）

　
　

〃　
　
　

村
山
城
機（
東　

京
）

　

理　

事　
　

今
井　

勝（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

東
本
錦
怜（
福　

岡
）

　
　
　
　
　
　

西
川
錦
洸（
広　

島
）

　
　
　
　
　
　

竹
崎
錦
里（
北
海
道
）

　
　
　
　
　
　

吉
本
城
川（
鹿
児
島
）

　
　
　
　
　
　

鍛
治
錦
代（
愛　

知
）

　
　
　
　
　
　

後
藤
錦
曜（
長　

崎
）

　
　
　
　
　
　

林　

錦
枝（
滋　

賀
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤
城
孝（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　
　

藤
田
錦
信（
宮　

城
）

　
　
　
　
　
　

毎
熊
城
明（
長　

崎
）

　
　
　
　
　
　

土
田
城
紘（
滋　

賀
）

　
　
　
　
　
　

金
子
錦
右（
佐　

賀
）

　
　
　
　
　
　

中
野
錦
修（
東　

京
）

　

監　

事　
　

岩
田
城
龍（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

大
内
城
晃（
茨　

城
）

新
入
会
員
の
紹
介

（
３
／
26
〜
６
／
30
）　 

長
崎
支
部　

烏
山
海
都
人　

烏
山
和

子　

新
見
俊
明

函
館
支
部　

高
橋
緑
郎

船
橋
道
場　

河
内
泰
子

台
東
道
場　

高
橋
美
千
子　

山
田
徳

秀
佐
久
道
場　

狩
野　

土

佐
世
保
支
部　

筒
井
三
郎

津
屋
崎
道
場　

中
島
泰
明

港
道
場　

佐
藤
喜
美
江

水
戸
支
部　

沼
田
富
次　

関　

貴
史

札
幌
北
道
場　

木
田
重
信

有
田
道
場　

樋
渡　

徹

大
宰
府
道
場　

梶
谷
勝
男

長
浜
支
部　

宮
村
和
三

鹿
児
島
支
部　

橋
口
昌
孝　

豊
村
勝

也
島
原
支
部　

野
原　

萌

板
橋
支
部　

下
野
妙
子

大
野
城
道
場　

泊　

和
子

南
有
馬
支
部　

中
村
哲
郎

間
垣
支
部　

廣
渡　

務

大
隅
道
場　

前
畑
三
津
江

鎌
倉
道
場　

木
村
栄
二
郎

　

３
１
８
号
の
加
世
田
道
場　

藤
本

明
代
さ
ん
は
、
藤
木
明
代
さ
ん
の
間

違
い
で
し
た
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

お
詫
び
と
訂
正
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令和６年度　事業計画書
令和６年4月1日から令和７年3月31日まで

〔事業計画〕

事業⑴　公演の実施（予算5,608千円）
　　　一．詩吟全国大会・・・10月13日（日）北海道函館市
　　

事業⑵　講習会、研修会の実施（予算2,693千円）
　　　一．全国詩吟講習・研修会
　　　　　　　第一回指導者講習・研修会・・・R ６年６月20日（木）～ 21日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府京都市　
　　　二．全国詩舞講習・研修会
　　　三．全国琵琶講習・研修会
　　　四．傘下認可団体各都道府県本部講習・研修会

事業⑶　総合芸術の調査並びに自主制作の実施（予算2,059千円）
　　　一．琵吟舞曲等の自主制作・調査研究
　　　二．琵琶芸術の振興

事業⑷　図書の刊行、機関誌の発行（予算1,481千円）
　　　　　　機関誌「錦友」317号～ 320号の4回発行する

事業⑸　広報・宣伝の実施（予算323千円）
　　　　　　 ホームページにより、広報・宣伝並びに情報開示に努める

事業⑹　合同事業への参画実施（予算735千円）
　　　一．吟道之碑顕彰と維持管理・・・６年11月24日　東京都港区
　　　二．日本伝統文化吟友会・・・6年11月23日　大阪府岸和田市
　　　三．二十一世紀詩歌朗詠懇談会
　　　四．他会等との交流

事業⑺　吟詠、詩舞、琵琶の普及並びに振興を目的とする団体への支援
　　　　本会傘下認可団体の大会公演への後援（予算800千円）
　　　一．都道府県本部大会　
　　　　　　長崎県本部発足70周年記念大会・・・６年４月７日（日）　長崎県大村市
　　　　　　広島県本部発足60周年記念大会・・・６年４月14日（日）　広島県福山市
　　　　　　鹿児島県本部発足60周年記念大会・・６年９月29日（日）　鹿児島県鹿児島市　
　　　二．支部・道場・吟詠部大会
　　　三．公開発表会・開拓普及発表会（琵琶吟の発表会を予定）・・・６年９月14日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県春日市

事業⑻　その他、各号に定める事業に関する事業（予算257千円）
　　　　表彰事業の実施及び特別賛助会員の募集事業
　　　一．会員増強に対する表彰
　　　二．その他の表彰
　　　　　功労表彰
　　　三．本会の趣旨に賛同し後援者である特別賛助会員及び賛助会員を募集する

事業⑼　不動産賃貸業（予算480千円）
　　　　 本会所有の「錦城会館」の一部を賃貸する
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令
和
６
年
６
月
20
日
（
木
）、
京

都
市
の
ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
に

於
い
て
、
第
一
回
指
導
者
講
習
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
記
載
の
参
加
者
数
は
百
十
五
名
で

し
た
。

　

和
田
錦
堯
総
師
範
の
開
会
の
辞
で

始
ま
り
、
36
番
ま
で
の
総
教
師
範
以

下
は
連
合
吟
、
大
師
範
以
上
の
会
員

は
独
吟
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
山
元
錦
隆
先
生
も
和
歌
を

ご
披
露
下
さ
い
ま
し
た
。

講　

評　
　
　

宗
家　

山
元
錦
城

　

師
範
の
大
会
の
時
ほ
ど
緊
張
す
る

時
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

態
度
、
挑
戦
す
る
姿
は
、
素
晴
ら
し

い
と
、
い
つ
聞
い
て
も
感
銘
を
し
ま

す
。
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。私
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
も
、
こ
の
時
間
は
続
け
て
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
伴
奏
の
河
野
正
明
先
生

と
高
橋
慧
山
先
生
を
舞
台
に
お
招
き

し
て

　

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
吟
界
の
大

事
な
尺
八
の
先
生
方
で
す
。
河
野
先

生
は
、
吟
剣
詩
舞
振
興
会
の
発
声
の

先
生
で
す
。
全
国
の
色
々
な
吟
を
聞

い
て
、
い
ろ
ん
な
吟
の
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
。
吟
剣
詩
舞
振
興
会
の
会
報

の
発
声
の
講
師
と
し
て
、
最
近
、
吟

界
の
大
先
輩
方
の
吟
が
聞
け
な
く

な
っ
て
淋
し
い
と
い
う
質
問
に
、
次

の
よ
う
に
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
昔
の
吟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
最
近
コ

ン
ク
ー
ル
の
せ
い
で
、
み
ん
な
一
様

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ち
っ
と
も
味

が
な
い
。
で
は
、
ど
う
す
る
か
。
そ

れ
に
は
、
昔
の
テ
ー
プ
を
引
っ
張
り

出
し
て
聞
く
こ
と
が
一
番
。
ま
ね
・

コ
ピ
ー
か
ら
始
め
る
こ
と
が
良
い
と

思
い
ま
す
。』

　

皆
さ
ん
方
に
す
れ
ば
、
流
祖
の
吟

を
聞
く
の
が
一
番
だ
と
い
う
事
で

す
。
錦
城
流
で
吟
を
や
る
な
ら
ば
、

流
祖
の
吟
を
丹
念
に
聞
く
、
そ
れ
が

一
番
の
勉
強
だ
と
い
う
事
で
す
。
私

も
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方

に
再
度
、
錦
城
流
の
吟
を
し
っ
か
り

聞
き
直
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
橋
先
生
か
ら
も
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

　
『
尺
八
の
世
界
も
同
じ
で
、
伝
統

を
守
る
と
い
う
の
は
、
過
去
に
あ
る

も
の
を
持
っ
て
き
て
、
新
し
い
も
の

を
積
み
重
ね
る
。
伝
統
は
、
守
る
の

で
は
な
く
、
積
み
重
ね
る
も
の
で

す
。』

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
藤
田
錦
信
総
師
範
の
閉

会
の
辞
で
無
事
、
指
導
者
講
習
研
修

会
を
終
わ
り
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度

　

第
一
回
　
指
導
者
講
習
研
修
会

　

今
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

五
類
の
ま
ま
で
す
が
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
先
の
消
毒
、
密
に
な
ら
な
い

等
、
安
全
を
第
一
に
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
て
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

神
奈
川
地
区
・
東
京
地
区
・
埼
玉

地
区
の
予
選
大
会
が
開
催
さ
れ
、
錦

城
会
か
ら
多
く
の
出
場
者
の
内
、
関

東
決
勝
大
会
の
出
場
権
を
勝
ち
得
た

会
員
の
審
査
結
果
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

先
ず
は
、
５
月
19
日
の
神
奈
川
地

区
予
選
大
会
か
ら
で
す
。

　

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩･

一
般
三
部　
優
勝　

古
賀　

豊

　
　

〃　
　
　

準
優
勝　

松
原
愼
一

漢
詩･

一
般
四
部　
第
三
位
寒
河
江
護

　
　

〃　
　
　
　

入
賞　

安
田
義
子

短
歌･

一
般
の
部　
優
勝　

寒
河
江
護

　
　

〃　
　
　

準
優
勝　

古
賀　

豊

　
　

〃　
　
　

第
三
位　

中
川
新
三

　
　

〃　
　

シ
ー
ド　

小
宮
喜
八
郎

審
査
員
は
、
金
子
城
大
が
当
た
り
、

運
営
は
、
高
羽
城
幹
先
生
が
務
め
ま

し
た
。

　

次
は
、
５
月
25
日
、
東
京
地
区
予

選
大
会
で
す
。

　

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩･

一
般
二
部　

入
賞　

大
根
一
直

漢
詩･

一
般
三
部　
優
勝　
中
野
三
保
子

　
　

〃　
　
　

第
三
位　

佐
藤
法
子

　
　

〃　
　
　
　

入
賞　

渡
辺
淳
子

　
　

〃　
　
　
　

入
賞　
水
上
理
恵
子

漢
詩･

一
般
四
部　
入
賞　

木
屋
吉
弘

　
　

〃　
　
　
　

入
賞　

久
保
寺
壽

　
　

〃　
　
　
　

入
賞　

山
口
勝
治

　
　

〃　
　
　
　

入
賞　

丸
山
武
夫

短
歌･

一
般
の
部 

第
三
位 

金
子
美
奈

　
　

〃　
　
　

シ
ー
ド　

佐
藤
法
子

審
査
員
は
、
大
田
錦
虹
先
生
が
当
た

り
、
運
営
は
、
山
口
城
宝
師
範
が
務

め
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
６
月
８
日
、
埼
玉
地
区

予
選
大
会
の
開
催
で
す
。

　

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩･
一
般
四
部　
入
賞　

加
藤
正
昭

短
歌･
一
般
の
部　
優
勝　

有
原
裕
絵

短
歌･

一
般
の
部　
第
三
位　
林　

清
隆

審
査
員
長
に
、
高
羽
城
幹
先
生
が
当

た
り
、
運
営
は
、
金
子
城
大
が
務
め

ま
し
た
。

　

来
る
８
月
17
日
開
催
の
関
東
決
勝

大
会
の
出
場
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し
た
皆

様
方
は
来
年
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
錦
城
会
会
員
の
皆
様
方
、
各

地
区
予
選
大
会
に
出
場
し
て
技
量
の

一
助
に
役
立
て
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

又
、
今
回
三
地
区
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
さ
れ
た
他
流
派
を
含
め
た
総

数
は
、
三
百
十
八
名
で
、
最
高
年
齢

出
場
者
は
、
九
十
六
歳
で
し
た
。
舞

台
上
で
頑
張
る
お
姿
に
感
動
い
た
し

ま
し
た
。
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
三

地
区
の
会
長
、埼
玉
地
区
金
子
城
大
、

神
奈
川
地
区
高
羽
城
幹
先
生
、
東
京

地
区
村
雲
岳
稿
先
生
を
始
め
、
各
地

区
役
員
・
委
員
の
先
生
方
に
、
一
人

の
怪
我
人
も
出
さ
ず
無
事
に
終
了
出

来
ま
し
た
事
を
感
謝
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

(

一
社)

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

第
三
十
三
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

関
東
地
区
予
選
大
会
で
優
勝
す
る
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年
頭
の
１
月
１
日
に
、
能
登
半
島

で
、
４
月
３
日
に
は
、
台
湾
で
大
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
、

改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

去
る
４
月
７
日
（
日
）、
６
年
ぶ

り
に
長
崎
県
本
部
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
大
村
市

は
、
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
桜

の
名
所
で
も
あ
り
、
会
場
は
「
さ
く

ら
ホ
ー
ル
」
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
。

折
し
も
会
場
周
辺
は
、
桜
舞
い
散
る

好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
大
村
市
長
・
園

田
裕
史
様
、詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
家
・

山
元
錦
城
先
生
、
詩
舞
道
錦
城
流
宗

家
・
本
村
緑
崇
先
生
、
詩
吟
朗
詠
錦

城
会
会
長
・
城
戸
城
濤
先
生
の
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
長

崎
県
に
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
が
根
付
い

て
か
ら
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
夏

秋
錦
穂
先
生
、
松
尾
城
州
先
生
、
松

尾
錦
鳳
先
生
、
日
高
城
翠
先
生
方
を

始
め
、
諸
先
生
方
の
ご
尽
力
と
ご
指

導
に
よ
り
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
こ
の
季
節
に
相
応
し

く
、
松
尾
城
州
先
生
の
代
表
作
、
桜

を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
吟
舞
曲
「
桜
の

詩
華
」
で
開
幕
し
、
女
性
会
員
の
華

や
か
な
吟
と
舞
で
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
『
祝し

ゅ
く

』
と
題
し
、
人
間
の

生
誕
か
ら
米
寿
ま
で
の
人
生
の
節
目

を
表
し
た
詩
を
吟
じ
、
初
代
宗
家
の

吟
（
Ｃ
Ｄ
）
に
の
せ
て
、
詩
舞
「
祝

賀
の
詞
」
で
本
記
念
大
会
を
祝
い
ま

し
た
。

　

詩
吟
物
語
「
中
国
の
春
」
で
は
、

尺
八
・
箏
に
胡
弓
が
加
わ
り
、
和
服

姿
の
女
性
会
員
が
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

最
後
の
特
別
番
組
・
琵
吟
舞
物
語

「
信
長
」
で
は
、
詩
吟
と
琵
琶
歌
に

合
わ
せ
て
剣
舞
、
詩
舞
が
入
り
、
荘

厳
且
つ
豪
快
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

入
会
間
も
な
い
会
員
か
ら
先
輩
会

員
ま
で
、
古
今
の
詩
歌
を
尺
八
や
箏

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
朗
々
と
吟
じ
、

日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
、
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
の
各
都
道
府
県
本
部

よ
り
激
励
、
励
ま
し
の
祝
電
を
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
協
賛
ご
出
演
の
先
生
方
、
ご
協
力

を
頂
い
た
役
員
、
会
員
各
位
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
長
崎
県
本
部

大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
長
崎
県
本
部
長　

毎
熊
城
明
）

長
崎
県
本
部
70
周
年
記
念
大
会
を
終
え
て

土師事務局長の退任にあたり

「長年のご労苦に感謝」
一般社団法人詩吟朗詠錦城会　会長　城戸　城濤

　

長
年
に
わ

た
り
当
会
の

事
務
局
長
と

し
て
会
の
運

営
に
尽
力
し

て
来
ら
れ
た

土
師
城
皓
氏

よ
り
、
体
調

の
問
題
も
あ

り
、
こ
の
七

月
末
日
を
以

て
退
任
し
た

い
旨
申
し
出

が
あ
り
、
こ

れ
を
受
理
す

る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

過
日
の
令
和
六
年
度
総
会
に
於
い

て
理
事
に
再
任
さ
れ
て
お
り
、
現
在

の
専
務
理
事
と
し
て
の
職
責
は
続
け

て
頂
き
ま
す
。
当
面
、
後
任
の
事
務

局
長
は
置
か
ず
、
現
在
の
、
岩
堀
・

信
田
の
両
事
務
局
員
を
宗
家
が
指

揮
・
監
督
す
る
事
で
対
処
し
て
ま
い

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
何
か

と
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

土
師
君
と
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て

も
青
年
部
。今
を
去
る
五
十
五
年
前
、

流
祖
直
属
の
文
化
部
の
一
機
関
と
し

て
発
足
し
た
青
年
部
（
初
代
は
故
、

草
彅
城
輝
氏
）
の
推
進
役
で
あ
り
、

四
年
後
の
、
昭
和
四
十
八
年
に
総
本

部
の
独
立
機
関
と
な
っ
た
全
国
青
年

部
の
設
立
に
際
し
て
は
、
初
代
青
年

部
長
に
就
任
し
て
、
錦
城
会
の
若
手

吟
詠
家
の
育
成
と
会
員
の
結
束
に
大

い
な
る
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
全
国
で
活
躍
す
る
県
本
部
長
・

専
務
理
事
を
始
め
と
す
る
役
員
の
多

く
が
、
当
時
の
青
年
部
の
出
身
者
で

あ
る
こ
と
を
思
う
時
、
大
い
な
る
貢

献
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
年
に
認
可
さ
れ
た

社
団
法
人
格
取
得
に
際
し
て
も
、
そ

の
五
年
前
か
ら
結
成
さ
れ
た
法
人
格

取
得
推
進
委
員
の
一
人
と
し
て
、
大

い
に
議
論
を
戦
わ
し
た
こ
と
も
忘
れ

難
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
、
山
元
城
雄
前
事

務
局
長
の
勇
退
に
伴
い
、空
席
と
な
っ

て
い
た
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
て
か

ら
は
、
会
員
の
減
少
と
い
う
舵
取
り

の
難
し
い
局
面
の
中
、「
流
と
会
」
の

狭
間
で
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

た
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、健
康
に
留
意
さ
れ
「
流
・

会
」
の
行
く
末
を
見
守
っ
て
、い
や
、

大
い
に
口
出
し
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

６
・
３
・
11
よ
り

６
・
６
・
25
ま
で

３
月
23
日　

理
事
会

　
　

24
日　

東
京
都
本
部
の
講
習
研

修
会

４
月
７
日　

長
崎
県
本
部
70
周
年
記

念
大
会

（
次
頁
へ
続
く
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

（
前
頁
か
ら
の
続
き
）

　
　

14
日　

広
島
県
本
部
60
周
年
記

念
大
会

　
　

20
～
21
日　

茨
城
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

５
月
16
日　

常
務
理
事
会

　
　

17
日　

理
事
会

６
月
20
～
21
日　

令
和
６
年
度
定
時

総
会
・
指
導
者
講
習
研
修

会

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

渡
邊
錦
操　
（
東
京
都
）　
　

６
・
３

石
井
錦
敬　
（
東
京
都
）　
　

６
・
３

田
中
城
泉　
（
神
奈
川
県
）　

６
・
３

中
沢
城
輝　
（
神
奈
川
県
）　

６
・
３

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

吉
武
錦
郷　
（
大
分
県
）　
　

６
・
４

田
中
錦
佳　
（
大
分
県
）　
　

６
・
４

日
野
城
元　
（
大
分
県
）　
　

６
・
４

古
川
錦
朱　
（
長
崎
県
）　
　

６
・
５

井
口
城
敬　
（
長
崎
県
）　
　

６
・
５

川
口
城
誠　
（
長
崎
県
）　
　

６
・
５

久
信
田
城
孔（
茨
城
県
）　
　

６
・
５

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

広島県本部60周年記念大会を開催

　

始
め
に
、
令
和

６
年
１
月
１
日
に

能
登
地
方
で
起
き

た
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
衷
心

よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情

勢
の
中
、
４
月
14

日
（
日
）
に
、「
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー

福
山
」
に
て
、
広

島
県
本
部
60
周
年

記
念
大
会
を
無
事

開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
大
変
有
難
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
錦
城
流
宗
家
・
山

元
錦
城
先
生
は
じ
め
詩
舞
道
錦
城
流

宗
家
・
本
村
緑
崇
先
生
、
錦
城
会
会

長
・
城
戸
城
濤
先
生
、
賛
助
御
出
演

い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
錦
城
会

会
員
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
広

島
県
本
部
会
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
特
別
番
組
と
し
て
、

琵
吟
舞
曲「
太
田
道
灌
」、琵
琶
曲「
茶

絃
録
」
や
原
爆
犠
牲
者
八
十
回
忌
追

悼
特
別
番
組
「
原
爆
哀
歌
」
な
ど
を

上
演
い
た
し
ま
し
た
。琵
吟
舞
曲「
太

田
道
灌
」、
琵
琶
曲
「
茶
絃
録
」
で

は
、
錦
城
流
会
員
で
も
あ
る
琵
琶
奏

者
の
皆
様
の
演
奏
で
華
や
か
に
舞
台

を
彩
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
原
爆
哀
歌
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
爆
地
広
島
と
し
て
後
世
に
も
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
い
く
べ
く
一
龍

齋
貞
心
様
の
解
説
を
交
え
て
実
施
致

し
ま
し
た
。戦
後
80
年
が
経
っ
た
今
、

戦
争
と
い
う
出
来
事
が
歴
史
へ
と
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
戦
争
体
験
者

が
減
る
に
つ
れ
て
戦
争
の
悲
惨
な
出

来
事
が
希
薄
化
し
て
し
ま
う
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
詩
吟
と
い
う
魂
の
叫

び
を
伝
え
て
、
戦
争
体
験
を
引
き
継

ぎ
、
平
和
の
尊
さ
を
教
え
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
終
了
後
、
場
所
を
移
し
て
懇

親
会
を
「
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
福
山
」
に
て
行
い
ま
し
た
。
始
め

に
、
山
元
錦
城
先
生
、
本
村
緑
崇
先

生
、
城
戸
会
長
、
賛
助
の
先
生
方
、

西
川
錦
洸
先
生
に
よ
る
鏡
開
き
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
地
元
プ

ロ
太
鼓
集
団
に
よ
る
勇
壮
な
蔵
王
太

鼓
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
中
盤
に
は
、

各
支
部
に
よ
る
地
元
色
濃
い
歌
や
踊

り
を
交
え
た
催
し
も
あ
り
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
を

運
営
す
る
に
当
た
り
、
広
島
県
本
部

長
・
西
川
錦
洸
先
生
に
は
、
多
く
の

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
会
員
一
同

高
齢
化
等
で
大
変
な
事
も
あ
り
ま
す

が
、
今
は
亡
き
広
島
県
本
部
の
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
小
山
城
将
先

生
、
高
橋
城
伸
先
生
の
教
え
を
胸
に

今
後
も
錦
城
流
の
発
展
に
努
め
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

　

改
め
ま
し
て
、
会
の
運
営
に
当
た

り
関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
・
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
福
山
松
浜
支
部　

高
橋
城
凰
）

琵
吟
舞
曲
「
大
田
道
灌
」
を
終
え
て

の
豊
岡
錦
敬
さ
ん
の
投
稿
は
次
号
に

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　
　
（
Ｓ
）

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
６
年
７
月
〜
６
年
12
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

◇
福
岡
琵
吟
研
究
会
公
開
発
表
会

・
9
月
14
日
（
土
）

・
春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◇
鹿
児
島
県
本
部
発
足
60
周
年
記
念

大
会

・
9
月
29
日
（
日
）

・
鹿
児
島
市　

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

◆
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

全
国
大
会

・
10
月
13
日
（
日
）

・
函
館
市　

函
館
市
民
会
館

◇
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　
（
吟
道
之
碑
顕
彰
・
維
持
管
理
事
業
）

・
11
月
24
日
（
日
）

・
東
京
都
港
区
ニ
ッ
シ
ョ
ウ
ホ
ー
ル

琵琶曲「茶紘録」


